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　脊椎脊髄外科領域の周術期というと，疾患自体も多いため，
非常に広範囲に及びます．膨大かつ複雑な内容であり，この大
変な作業を取りまとめられた根尾昌志先生のリーダーシップに
は感服いたします．
　最初に同意書における必要事項について注意すべき点が挙げ
られています．医療訴訟においては，説明同意文書の内容が問
題になることは現在でも珍しくないことに留意するべきです．
過去の裁判例の蓄積や，実際の医療訴訟の経験から抽出した「隙
のない手術説明同意書」のポイントが挙げられていますが，今
一度，ご自身の同意文書が，これらに合致しているかを確認し
ておくとよいと思います．
　特殊な病態である小児脊椎や転移性脊椎腫瘍の手術に際して
の手術説明や周術期管理，スポーツ選手に対する手術の考え方
や特殊な術後管理，慢性腰椎に対する手術説明と術後対応にお
いても非常に得るものが多いと感じます．
　また，高齢化社会の最先端である日本における脊椎脊髄手術
の周術期管理は今後他国においても参考となるものが多いと思
います．高齢であるがために合併症をきたしやすい土壌があり，
術後にもさまざまな病態を生じ得ることを今一度確認し，手術
同意書の作成，周術期管理を見直すことも行っていただきたい
と思います．
　私たち外科医にとって，手術技術が確かになるために努力す
ることは言うに及びません．しかし，1つの合併症で外科医の運
命が悪い方向に決まってしまうことは避けなければなりませ
ん．手術部位誤認などは経験症例が増えるほど経験してしまう
ものであります．そのときの対応次第で今後の外科医としての
道が存続するかどうかが分かれます．術後対応を真摯に行うの
はもちろんのことですが，誤認をなくすために医療従事者間で
協力し合って対処するべきだと思います．
　自分自身の医療レベルを上げることのみならず，起こり得る
合併症に備えられるようになるためにも，本書は必ず一助にな
ることと思います．内容の濃い本書を是非ご覧になってくださ
い．
 （原　政人）
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